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平成２１年 ７ 月

事務職員会研究部
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　梅雨空のうっとうしい季節となりました。例年なら今頃は、前年度末からの多忙な毎日から少しは余裕が出てくる頃なのに、今年は新型インフルエンザの影響もあり、新たに対応することが増えていますね。支部内の情報交換を大切にして、チーム力で乗り切りましょう。
[image: image4.jpg]



[image: image5.png]



　各校では、校内予算の作成から執行へと移行している時期ですが、その後の状況はいかがでしょうか。執行状況と、それをどのように評価しているのかについて意見交換してみましょう。他校の状況を聞くことで、それまで気付かなかった自校の課題が見えてくるかもしれません。
　また、ここで得られる課題等を校内・他職種に発信していくことが「財務マネジメント」であり、経営参画の第一歩となります。管理職や先生方はどのような情報を求めているのか、どのようにすれば効果的な情報発信となるのかについて協議し、お互いが持つ優れた事例を共有しましょう。
　８月に控えた教頭との合同研修に向けて、テーマの設定や研修の持ち方に繋がるような話し合いができるといいですね。
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	【校内への情報発信事例】
	全事研で紹介している全国各地の取組より
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6月の支部の話し合いより

財務マネジメントサイクルについて、どんなイメージを持ちますか？

· Planとは学校の年間事業に対し、どの会計からお金を出すのか、決めることではないか。本当は事業ごとに分類したい。

· 組織を動かすために、誰にどう協力してもらったら効果的に改善されるかを考える。

· 財務事務は会計事務職員でなくてもできること。目標に向かって効果を高める取り組みをする人が、財務を行う人になるのでは。目標には、正しく会計処理をするだけではなく、効果を含んでいる。（公立高校の経験をもとに）

· 1年という短いサイクルで見ることも大事だが、長いサイクルで提案することも大切。

昨年度の予算全般の課題は？今年度の予算作成で留意した（したい）ことは？

· 購入備品の効果を聞いたり、見に行ったりしたい。その後の教育効果をたずねる教育評価アンケートを取りたい。

· 市費消耗品費について、我流でやると異動で学校が変わったときに大変。ある程度支部で統一していきたい。まずは配当費目の情報交換をしてみる。「支部として共有することで、異動時に左右されないマネジメントサイクルの構築」につながる。

· 県立高校では１～２月に予算をたてる。小中学校も総額裁量制に備えて、時期や方法を検討してはどうか。

· 全職員への財務マネジメントサイクルの意識づけが必要。教育計画は予算と絡めてたてなければいけない。


“気づき”を“実践”につなげていきましょう。

　県大会が7月30日（木）に焼津市文化センターで開催されます。

今回は「コスモスプランと学校と私」をテーマに分散会が行われます。話しやすい雰囲気をつくるために、さらに分散会を６～１０名の小グループにして話し合いが行われます。話し合いで積極的に発言できるように準備をしておきましょう。

1 コスモスプランを読んで、自分の実践を振り返り、バージョンアップ計画を考え、目指す姿をイメージしてみてください。

2 県のホームページに分散会について掲載されるので、読んできてください。
助言者に　　　静岡市立大河内小学校　　望月　敬剛　校長先生　

　　　　　　　静岡市立長田東小学校　　加藤　順子　事務主幹

意見発表者に　静岡市立清水西河内小学校　　飯塚　麻衣　主事

　　　　　　　静岡市立清沢小学校　　片岡　朋巳　主事　　　　が選ばれています。

静岡市としても応援しましょう！！
７月の支部での話し合いについて











職員会議や予算委員会での取組


職員会で執行状況と今後の執行予定についての報告を行いました。また、市費は配当型の予算配分であるが、教育活動を効果的に行うためには事業型予算であるべき観点から、できる限り教育活動を考えて予算執行していきたいこと等の説明をしました。判らないことは、まずは、財務を取り扱っている担当者（事務職員）に相談をしてほしいことも話しました。


この説明によって、教育予算を全員が意識して教育活動を行っていくための意識付けが図られたと思います。





事務だより等を活用した教職員への呼びかけ


予算の中で大きな比率を占める学校運営費の消耗品費について、分野別の執行状況を基に現状を説明し、予算について啓発を行いました。また、同時に環境への配慮も意識した節約と、印刷コストについて比較表を作成し理解を求めました。














